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“East meets West.”1997年、スイスのチューリッヒ大学で幕を開けた「国際類像性シンポジ




























る “East meets West” を体現するように、本書所収の論文は、西洋諸語からアジア地域における
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分類している。1）Form mimes Meaning：言語表現（記号 ; sign）の形式や形態と、それが指

















































































【第 4部（Grammar meets iconicity）】では、論文 2篇を所収している。Hélène de Penanros
による論考では、リトアニア語における「任意の」前置詞（optional preposition）を扱っている。
「区別の所有格」の構成について分析し、それらが前置詞とそれに対応する格、あるいは、格の
使用自体との間に競合関係があることを示唆している。続く、大堀壽夫による論考では、ダイア
グラム的類像性のさまざまな定義を、例文を通して概観している。そして、複雑な出来事の表現
における文法的対照性と非対称性は、それが指し示す概念的対照性と非対称性に対応しているこ
とを明らかにしている。さらに、文法において観察されるダイアグラム的類像性は、形式と意味
の分岐を前提としていること、そして、言語形式と認知的経験のアナロジカルな写像は、高度に
進化した認知的能力の産物であるとする議論を通じて、ダイアグラム的類像性は、言語の原初的
な特徴ではなく、人間という生物にとって決定的に重要な言語の特徴であると結論づけている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
以上のとおり、本書は、「類像性」というパース記号論の問題系を軸にして、じつに多様な言
語現象を扱っている。そのことは、言語の類像性、ひいては記号論に基づいた言語学が、言語
の使用を基点にしてさまざまな学問領域を横断的に扱うことを可能にする基点であり得ることを
示すものである。周知のとおり、記号論の創始者チャールズ・パースは、アメリカにおけるプラ
グマティズム（Pragmatism; 実践主義）運動の祖、科学的な知識の基盤を行為や出来事に据える
プラグマティシズムを構想した人物でもあった。そのようなパースの記号論に基づいて、ローマ
ン・ヤコブソンは、意味論的な言語研究と実践的（pragmatic）な詩学との接合を試みたことも
遍く知られているとおりである。そのことにも鑑みれば、言語の使用／実践（Praxis）を基盤に
した記号論的研究は、現代社会と学術的知識が出会う（meets）場、その両者の要石の役目を果
たすことが可能であることも示唆されているといえるのではないか。本書は、類像性に基づく言
語研究の現在のみではなく、「文系軽視」が叫ばれる今日的状況において、言語学から始まる社
会科学一般、そして現代社会への貢献の一つの方向性を指し示すものとしても意義がある。
